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金
屋
子
神
社
と
西
比
田
の
町

　

火
を
扱
い
製
鉄
・
鍛
冶
・
鋳
物
な
ど

を
な
り
わ
い
と
す
る
人
び
と
が
そ
の
守

護
神
と
し
て
祭
っ
て
い
る
金
屋
子
神
。

伝
え
に
よ
れ
ば
高た

か
ま
が
は
ら

天
原
か
ら
播は

り

ま磨
国

志し
そ
う相

郡
岩い

わ
な
べ鍋

（
兵
庫
県
宍
粟
市
千
種
町

岩
野
辺
）
の
地
に
降
り
て
き
て
、
鍋
・

釜
な
ど
鉄
器
鋳
造
の
技
術
を
伝
授
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
吾
は
西
方
を
主

つ
か
さ
どる

神

な
れ
ば
西
方
に
赴お

も
む

か
ば
良
き
宮み

や
い居

あ
ら

ん
」
と
シ
ラ
サ
ギ
に
乗
っ
て
出
雲
国
能

義
郡
比
田
村
黒
田
（
広
瀬
町
西
比
田
）

の
奥
に
あ
っ
た
桂
の
木
の
枝
に
飛
来
し

ま
し
た
（
諸
説
あ
り
）。

　

こ
こ
で
安
部
氏
（
現
金
屋
子
神
社
宮
司

の
先
祖
）
に
出
会
い
「
吾
は
金
屋
子
神
な

り
、
今
よ
り
此こ

こ処
に
宮
居
し
蹈た

た
ら鞴

を
立
て

鉄か
ね

吹
く
術わ

ざ

を
始
む
べ
し
」
と
宣
言
し
て
製

鉄
法
を
伝
授
。
そ
の
の
ち
、
そ
の
地
に
祭

ら
れ
、
た
た
ら
製
鉄
盛
行
期
の
江
戸
時
代

後
期
に
は
中
国
山
地
一
帯
に
広
範
な
信
仰

圏
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

安
来
市
と
奥
出
雲
町
を
結
ぶ
街
道
沿

い
に
位
置
す
る
「
西
比
田
の
町
」
は
た

た
ら
製
鉄
の
発
展
と
共
に
金
屋
子
神
社

の
門
前
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
町
の
南
端
に
あ
る
石
灯
籠

は
参
道
の
起
点
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
約

２
㎞
の
坂
道
を
経
て
神
社
に
た
ど
り
着

き
ま
す
。
正
面
に
大
き
く
金
屋
子
神
社

と
刻
ま
れ
た
石
灯
籠
は
明
治
23
年
に
た

た
ら
関
係
者
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
支
援
者
は
周
辺
の
比
田
、
安
来
、

奥
出
雲
町
を
は
じ
め
下
関
、
大
分
、
宮

崎
、
愛
媛
、
大
阪
な
ど
広
範
囲
で
あ

り
、
明
治
中
期
の
鉄
の
生
産
と
流
通
圏

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

現
在
も
鉄
産
業
に
関
わ
る
人
び
と
の

金
屋
子
神
へ
の
信
仰
心
は
あ
つ
く
、
特

に
春
と
秋
の
例
祭
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、

た
た
ら
や
鍛
冶
職
人
、
鉄
鋼
産
業
に
関

わ
る
人
び
と
が
参
詣
し
て
い
ま
す
。

▲広瀬町西比田にある金屋子神社（島根
県指定有形文化財）。全国に1200あるた
たらの神「金屋子神」を祭る総本社です。

問
い
合
わ
せ

　

和
鋼
博
物
館

　

☎
23-

２
５
０
０

　

先
月
号
に
続
き
日
本
遺
産
「
出
雲
國

た
た
ら
風
土
記
」
の
構
成
文
化
財
を
紹

介
し
ま
す
。

日本遺産を
巡るたたら
の音色

て
「
圏
域
８
の
字
ル
ー
ト
」
の
気
運

が
醸
成
さ
れ
る
中
、
本
会
で
も
圏
域

８
の
字
ル
ー
ト
に
係
る
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
早
期
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
契
機
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

加
速
、
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り

な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
容
し

て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
※
）
の
推
進

を
図
る
た
め
の
人
材
育
成
や
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
観
光
誘
客
、

圏
域
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
関
す
る

普
及
啓
発
等
、
新
た
な
取
り
組
み
も

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透

さ
せ
る
こ
と
で
人
々
の
生
活
を
よ

り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す
る
こ
と

●
地
方
創
生
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

リ
ト
ラ
イ

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
、
既
に

推
進
基
盤
が
確
立
す
る
事
業
（「
イ

ン
ド
と
の
経
済
交
流
事
業
」「
産
学
・

医
工
連
携
事
業
」「
観
光
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
事
業
」
等
）
は
、
引
き
続
き
事

業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
事
務
局

　

☎
０
８
５
２-

55-

５
０
５
６

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

第
３
回
総
会
（
３
月

第
３
回
総
会
（
３
月
1212
日
）
日
）

　

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
と
当
初
予

算
に
つ
い
て
協
議
。
圏
域
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
る
圏
域
発
展
の
理
念
に
基
づ

き
、
主
に
次
の
方
針
で
展
開
し
ま
す
。

●
台
湾
と
の
経
済
等
交
流
の
再
開

　
「
台
湾
と
の
経
済
交
流
事
業
」
に
お

い
て
は
、
延
期
と
な
っ
て
い
る
圏
域
と

台
北
市
と
の
経
済
等
交
流
促
進
に
関
す

る
覚
書
の
早
期
締
結
を
行
い
、
海
外
と

の
交
流
促
進
へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

●
圏
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進

　

両
県
な
ら
び
に
圏
域
経
済
界
に
お
い

中海・宍道湖
     ・大山圏域

市長会
 通信㉑

日本遺産の
構成文化財
               連載③

▲手を取り合う圏域の首長の皆さん。


